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アユ卵の消毒試験結果 

  

萩平  将・嶋村一郎 
  

 アユ冷水病の垂直感染防止対策として，アユ卵の消毒技術の確立を図るために，各消毒剤がアユ卵の

発生に与える影響を調べた。 

 なお，この試験は，平成 10 年度に水産庁が組織したアユ冷水病対策研究会第 2 分科会の試験課題で

あり，代表県を岐阜県とした連絡試験として実施した。 

材料と方法 

 徳島県栽培漁業センターの種苗生産用親魚（吉野川産海産アユ，7～8 代の継代飼育)，雌 5 尾と雄 1

尾を用い，徳島県栽培漁業センターで受精卵をスライドグラスに 100粒程度付着させ，受精卵（吸水 1

時間後）及び発眼卵の消毒を行った。 

 卵は発眼までは栽培漁業センターで，発眼後は水産試験場で管理し，水カビ対策として 2日に 1回マ

ラカイトグリーンで薬浴した。 

 卵の消毒は，岐阜県が冷水病菌の消毒剤に対する影響を調べた試験結果を基に定めた次の条件で実施

した。 

（消毒条件） 

(1) 第 1回目試験 

 （採卵日：9/30，発眼日：10/4，発眼卵消毒処理日：10/6，艀化日：10/11～12） 

・グルコン酸ヘキシジン（希釈倍率，浸漬時間） 

       500倍，1,000倍濃度 各 15分，30分 

・アクリノール 

     10,000倍，20,000倍濃度 各 15分，30分 

・メチレンブルー 

      5,000倍，10,000倍濃度 各 10分，20分 

・ポピドンヨード 

       2,000倍，4,000倍濃度 各 5分，10分 

(2) 第 2回目試験 

（採卵日：10/22，発眼日：10/26，発眼卵消毒処理日：10/27，艀化日：11/3～4） 
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・マリンサワー 

  150ppm，200ppm濃度 各 10分，30分，60分 

 消毒方法は，各薬品を所定の濃度に調整した消毒液を入れた容器（染色瓶）に，アユ卵が付着

したスライドガラスを所定の時間浸漬するようにした。なお，消毒液が入った容器を自然流水に

入れ，水温の上昇をおさえた。 

 艀化尾数等の計数は，卵を付着させたスライドガラスを艀化 2 日程前に飼育水 200～250ml を

入れたバランスディシュの中に収容して行った。艀化日に丸くなって斃死していた仔魚及び卵に

絡まって斃死している仔魚は奇形魚として計測した。 

結  果 

 受精卵及び発眼卵の消毒試験結果を表 1～4に示した。 

 受精卵の消毒試験ではグルコン酸ヘキシジンの各実験区が処理 2時間後に全滅し，アクリノー

ルの各実験区が処理翌日に全滅したが，メチレンブルー，ポピドンヨード，マリンサワーの実験

区では対照区と同等の発眼率，艀化率が得られた。 

 発眼卵の消毒試験ではグルコン酸ヘキシジンの各実験区が受精卵の消毒と同じ結果となった

が，アクリノールでは受精卵時の消毒試験と異なり対照区と同等の艀化率が得られた。他の 3剤

については受精卵の消毒試験と同じ結果だった。 

 なお，第 1回目，第 2回目の受精から発眼までの飼育水温はそれぞれ約 20.0℃，19.0℃，発眼

から艀化までの飼育水温はそれぞれ約 21.4℃，約 19.8℃だった。 

考  察 

 今回の試験結果から，受精卵の消毒剤としてメチレンブルー，ポピドンヨード，マリンサワー

が，発眼卵の消毒剤としてメチレンブルー，ポピドンヨード，マリンサワー，アクリノールが利

用できる可能性が示唆された。 

 今後は卵の付着材の材質及び汚れ等による消毒能力の低下を考慮した作用条件の検討が必要

と考えられる。 
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表 1 第 1回目アユ受精卵の消毒試験結果（9/30受精，10/4発眼，10/10～11孵化，処理水温 20℃） 

 
表 2 第 1回目アユ発眼卵の消毒試験結果（9/30受精，10/4発眼，10/6消毒処理，10/10～11孵化，処

理水温 21.8℃） 
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表 3 第 2回目アユ受精卵の消毒試験結果（10/22受精，10/26発眼，11/3～4孵化，処理水温 18.9℃） 

 

表 4 第 2回目アユ発眼卵の消毒試験結果（10/22受精，10/26発眼，10/27消毒処理，11/3～4孵化，

処理水温 19.9℃） 

 


